
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

女性の活躍応援事業【郡上市】

目的・目標

事業の特徴

・本市のM字カーブの底は岐阜県平均の74.5％を下回る68.7％となって
いる。
・令和元年6月に実施した、男女共同参画に関する市民意識調査結果
によると、「仕事と家庭を両立させたい」女性の回答41.8％に対し、「両
立させている」回答が32.2％であり、働き方に対する希望が実現できて
いない。

子育て中の就労や、仕事と子育ての両立に悩む女性の不安を解消し、子育て
をしながらも自分のやりたいことに積極的に挑戦しようとする女性をサポートす
るため、将来やりたいことや悩みの原因に気づき、自分らしい生き方を見つけ
る手助けをするセミナーを開催した。さらに、これから自分のやりたいことを見
つけ、就職活動をする人の最初の一歩をサポートするための個別相談を開催
した。

セミナーについては、コロナ禍であっても様々な人との繋がりをサポートできる
よう、オンラインで開催した。

＜セミナー＞
全ての回を会場とオンラインのハイブリッド形式で開催した。

移住したばかりでコミュニティが無いという悩みを持った参加者に対し、以前から郡上市
で暮らしている参加者が市内のサークルを紹介したり、自治会内でのコミュニティづくり
についてアドバイスしたりするなど、参加者同士で悩みを解消する動きがあった。
セミナー参加者の目標が年平均6人だったのに対し、結果は4.5人と下回ってしまい、ア

ンケートの中にはオンラインに抵抗があるといった声があったが、オンラインに不慣れで
最初は会場から参加していた参加者が、次回はオンラインに挑戦したいということで自
宅からオンラインで参加するといった場面も見られ、デジタルへの抵抗を少なくする場と
もなっている。
＜個別相談＞

委託団体のキャリアコンサルタントによる個別相談を実施し、セミナー参加者が受講す
る中で得られたことを参考に、これからの自分について考える機会となった。目標が年
平均3人だったのに対し結果は1.7人となったが、相談者からは悩みを打ち明けられる環
境が欲しかったので嬉しいといった声もいただいた。

子育て中の就労や、仕事と子育ての両立に悩む女性の不安を解
消し、潜在化している女性の力を引き出し、人口減少・少子高齢
化、担い手不足といった本市の課題への対応を目指すことを目的
としている。
事業目標
セミナー年間平均利用者数（目標）6人→（R3実績）4.5人
個別年間平均利用者数（目標）3人→（R3実績）1.7人

連携：郡上市男女共同参画推進審議会
岐阜県男女共同参画・女性の活躍支援センター

本来はセミナー開始の8月より前に郡上市男女共同参画推進審議会を
開催する予定だったが、新型コロナウイルス感染症の拡大により10月
にずれ、既に実施済みのセミナーについての報告と、今後の予定につ
いて案を出し、意見をいただいた。また、男女共同参画・女性の活躍支
援センターに伺い、女性の活躍応援事業の趣旨を説明し、セミナーの講
師を紹介いただいた。

様々な人が参加しやすいよう開催日を土日に設定したが、昨年度よりも
参加者が減少したため、テーマとターゲットに沿った日時の設定を行う
必要がある。また、乳幼児学級での周知や自治会の回覧等を行ったが、
知らなかったという声もあったため、周知の方法を工夫する必要がある。



事業の概要

郡上市における女性の年齢別労働力率は、25歳～34歳の間でいったん落ち込み、出産や育児等の理由により離

職していることが原因である。少子高齢化により当市の労働力は減少傾向にあるが、雇用確保対策として女性の
就労率の上昇が方策の一つであると考える。また、女性が自分らしい生き方を自ら選択し、あらゆる場面で、能力
を十分に発揮できる社会の実現が求められている。このため、子育てと仕事の両立について学んだり、悩みを相
談したりする環境をつくり、働く意欲のある女性をサポートする。（セミナーの開催、キャリアコンサルタントによるラ
イフプランの提案など）

女性の活躍を応援するセミナーの開催（オンライン）

・自分に合った働き方、仕事と子育ての両立に関する講座やキャリアアップにつながる講座を開催し、自分のキャ
リアデザインを考える機会とする。

個別相談（キャリアコンサルタントによるライフプランの提案等）

・仕事を始めようとするときの不安や子育てと仕事の両立に関する悩みなどについて個別相談を行い、これから就
職活動する人の最初の一歩をサポートする。

実施期間：令和3年8月～令和4年3月（準備期間4月～7月）
・セミナー及び個別相談 8月～1月（6回）
・個別相談のみ 2月～3月（2回）
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